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カンガルーシップ活動 

共生プロジェクト 実施報告書 

 
報告日 平成29年２月１日 

 

主管学校名 国立大学法人福岡教育大学附属福岡小学校 

ＰＴＡ会長名 福田  篤 

                

実施概要 

主管校 国立大学法人福岡教育大学附属福岡小学校 

交流校 国立大学法人福岡教育大学附属福岡中学校 

実施活動名 あらつフェスタ 

実施日時 12月17日 

実施場所 福岡教育大学附属福岡小学校 

実施目的 
 イベントの実施を通して，特別支援学級在籍児童と通常学級の児童・生徒が，お互いの理解を深める

と共に，一緒によりよい学校生活を創り上げていこうとする意欲を養う。 

実施内容 ゲームコーナーなどの催し物を企画・運営して全校児童や保護者，隣接中学校生徒等と交流する。 

実施方法 生活単元学習の時間を中心に，企画や準備・練習などを行い，活動する。 

参加人数 本校特別支援学級の児童とその保護者，本校職員及びあらつフェスタに参加する一般の方  々

           

報告事項 

内容 

 冬に関係のあるものから連想してゲームを開発し，企画・運営する。具体的に，今年度は「雪だるま

落とし」「雪投げほいほい」の2つのゲームを子供が中心となって開発した。この2つのゲームコーナ

ーを特別支援学級在籍の児童で役割分担し，準備・練習などに取り組んだ。準備・練習の過程では，通

常学級に在籍する児童や保護者，隣接する中学校の生徒などとの交流を取り入れながら進めていくよう

にした。 

結果 

 一般の方を含めると，200名近い方々が当日のゲームコーナーを楽しみに来られた。子供たちは接客

を通して人と関わることに楽しさを感じたり，自分の役割に責任を果たしたりする姿が見られた。また，

参加された一般の方々や中学校の生徒，小学校通常学級の児童からは「少ない人数で接客を回している

ことがすごい」「普段あまり一緒に遊ぶことはないけど，ゲームコーナーに来てみると楽しかった。ま

た一緒に遊びたい。」など，前向きな感想が多く聞かれた。 

所感 

 特別支援学級在籍の児童にとっては，日頃交流したり接したりする機会の少ない相手とゲームを通し

て触れ合うことは，楽しみながら仲を深める機会となり，自信を深める場にすることができた。また，

同じ校内で生活していながら普段あまり出会うことがない通常学級在籍の児童や，同じ地域で生活しな

がらもつながりが希薄であった中学生などとの間に，横や縦のつながりを見出すことができた。さらに，

共に生活する地域の方々とも出会うことで，今後の更なる交流の可能性を見出すことにもつながった。 
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H28 カンガルーシップ_共生 PJ_児童・生徒の声 

カンガルーシップ活動 

共生プロジェクト参加感想 

  提出日 平成29年２月１日 

  学校名 国立大学法人福岡教育大学附属福岡小学校 

  学年 ６年生    

 
    

 
    

活

動

に

参

加

し

て

の

感

想 

○あらつフェスタが ありました。ぼくは ゆきなげホイホイの ゲームコーナーで せつめいを しました。せつめいの かみを 

みて きこえるように おおきなこえで いいました。はきはきと いう ことが できました。おきゃくさんが たのしそうに 

あそんでいたので うれしかったです。ともだちから ありがとうと いってもらって うれしかったです。 

 

○わたしは ゆきだるまおとしの コーナーを しました。おきゃくさんに ゲームの せつめいを しました。けいひんを あげ

ると おきゃくさんが よろこんでくれました。ひとが たくさん きました。つかれたけど うれしかったです。 

 

○わたしは あらつフェスタで 雪だるま落としの せつめいを がんばりました。おきゃくさんが たくさん きてくれました。

じょうずに せつめいが できて よかったです。けいひんも よろこんで もらって うれしかったです。 
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カンガルーシップ活動 

共生プロジェクト参加感想 

  提出日 平成29年２月１日 

  学校名 国立大学法人福岡教育大学附属福岡小学校 

  氏名 
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に
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し

て

の

感

想 

○子供たちが，自分たちでゲームを運営する様子を見て，成長を感じ，嬉しく思いました。練習のときから，いろいろな人とかかわ

って取り組んできたことが，当日の自信をもった姿に現れていたように感じます。当日も，通常学級の友達や中学校のお兄さん，お

姉さん達と楽しそうに関わる姿が見られてよかったです。 

 

○昨年よりも，１つ学年が上がった分，説明がとても上手になっていたように感じました。普段人と関わることがなかなかうまくい

かず失敗してしまうことで自信をなくしていたようでしたが，今回のフェスタでは，たくさんの人を相手にとても楽しそうに説明を

したり景品を渡したりしているようでした。また，同じ学校の友達に名前を呼んでもらっている様子や，それに受け答えしている様

子を見て，親としても安心しました。 

 

○はじめてこのような大きな行事に参加しましたが，たくさんの人の中で楽しそうにしている我が子を見て安心しました。普段の学

校生活で，このように人とかかわっているのだということが実感できてよかったです。 

 


